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本
書
は
二
〇
一
二
年
に
ア
ジ
ア
教
育
史
学
会
創
設
二
〇
周
年
を
記
念
し
て

刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
論
文
の
部
と
資
料
の
部
（
東
洋
教
育
史
学
会
・
ア
ジ

ア
教
育
史
学
会
）
の
二
部
構
成
か
ら
な
り
、
さ
ら
に
論
文
の
部
は
（

1）
中
国

教
育
史
、（

2）
植
民
地
教
育
史
と
独
立
後
の
教
育
史
、（

3）
日
本
教
育
史

と
日
中
教
育
交
流
史
、
の
三
つ
の
テ
ー
マ
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、

い
く
つ
か
の
論
文
を
取
り
上
げ
て
本
書
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
 

 
論
文
の
部
は
、
三
つ
の
テ
ー
マ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
。
土
屋
洋
は
蔣
黼
著
『
中
国
教
育
史
資
料
』
の
内
容
と
執

筆
背
景
を
通
し
、
当
該
書
が
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
的
・
知
的
交
流
の
産
物

と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
の
、「
ア
ジ
ア
教
育
史
」
を
描
い
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
槻
木
瑞
生
は
満
洲
に
生
活
基
盤
を
置
い
た
日
本

人
を
「
国
家
」
と
「
郷
土
」
の
視
点
か
ら
考
察
し
、
彼
ら
の
郷
土
意
識
が
日

本
か
ら
満
洲
へ
と
変
容
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
國
分
麻
里
は
、
郷
土

教
育
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
一
九
三
〇
年
に
焦
点
を
当
て
、
日
本
人
児
童

の
通
う
朝
鮮
の
群
山
公
立
尋
常
高
等
小
学
校
の
郷
土
教
育
の
取
り
組
み
を
検

証
す
る
。
ま
た
山
田
美
香
は
台
湾
の
感
化
院
の
戦
後
教
育
、
そ
し
て
日
本
植

民
地
時
代
の
感
化
院
、
少
年
刑
務
所
と
戦
後
の
感
化
院
の
比
較
検
証
を
行
っ

て
い
る
。
赤
井
ひ
さ
子
は
イ
ン
ド
の
初
等
教
育
と
教
員
に
つ
い
て
歴
史
的
経

緯
と
近
現
代
の
変
化
を
考
察
し
て
い
る
。
そ
し
て
鈴
木
正
弘
は
白
幡
義
篤
撰

『
和
漢
帝
王
歌
』
を
通
し
て
明
治
期
学
制
公
布
以
前
の
歴
史
教
育
の
志
向
を

検
証
し
、
文
化
の
伝
播
や
交
流
史
に
も
配
慮
し
て
い
る
点
か
ら
、
そ
れ
が
単

な
る
帝
王
に
関
す
る
暗
誦
教
材
で
は
な
く
、
後
世
の
教
科
書
を
比
較
・
検
討

す
る
上
で
も
非
常
に
有
用
な
書
物
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
 

 
以
上
の
よ
う
に
本
書
の
特
徴
と
し
て
、
中
国
・
満
洲
国
・
朝
鮮
・
台
湾
・

イ
ン
ド
・
日
本
と
い
う
ア
ジ
ア
の
広
汎
な
地
域
を
扱
っ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ま
た
本
書
の
魅
力
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
に
生
き
た
人
々
が
ど

の
よ
う
に
生
活
を
営
み
、
そ
こ
で
ど
の
よ
う
に
教
育
が
展
開
さ
れ
て
き
た
の

か
を
、
国
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
て
ア
ジ
ア
の
国
々
の
つ
な
が
り
の
中
で
捉

え
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
 

 
資
料
の
部
で
は
（

1）
思
い

�
先
学
の
記
録
よ
り
、（

2）
東
洋
教
育
史
学

会
の
歩
み
、（

3）
ア
ジ
ア
教
育
史
学
会
の
歩
み
、（

4）
東
洋
教
育
史
学
会

関
係
論
集
内
容
総
覧
、（

5）『
東
洋
教
育
史
研
究
』
総
目
次

�
第
一
集
～
第
十

二
集
、（

6）『
ア
ジ
ア
教
育
史
研
究
』
総
目
次

�
創
刊
号
～
第
二
十
号
、

�
附
、

『
会
報
』
エ
ッ
セ
ー
一
覧
、（

7）
解
説
に
代
え
て

�
ア
ジ
ア
教
育
史
学
の
開
拓

�

ア
ジ
ア
教
育
史
学
会

20周
年
に
至
る
歩
み
、
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
 

 
こ
の
『
ア
ジ
ア
教
育
史
学
の
開
拓
』
と
い
う
書
名
に
は
「
ア
ジ
ア
教
育
史

学
に
は
ま
だ
ま
だ
未
開
の
原
野
が
横
た
わ
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
二
〇
周
年
を
経
て
節
目
を
迎
え
た
ア
ジ
ア
教
育
史
学

会
が
、
今
後
も
未
開
の
原
野
を
更
に
、
精
力
的
に
開
拓
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
若
泉
も
え
な
）
 


